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snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change
Open Shortest Path First（OSPF）遷移状態変更簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知を
イネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
ospf cisco-specific state-changeコマンドを使用します。OSPF遷移状態変更 SNMP通知をディセー
ブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change [nssa-trans-change| shamlink [interface|
interface-old| neighbor]]

no snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change [nssa-trans-change| shamlink [interface|
interface-old| neighbor]]

___________________
構文の説明

（任意）OSPFエリアの Not-So-Stubby Area
（NSSA）トランスレータ状態変化トラップだ
けイネーブルにします。

nssa-trans-change

（任意）OSPFエリアの模造リンク移行状態変
化トラップだけイネーブルにします。

shamlink

（任意）OSPFエリアの模造リンクインター
フェイス状態変化トラップだけイネーブルにし

ます。

interface

（任意）OSPFエリアの置換インターフェイス
移行状態変化トラップだけイネーブルにしま

す。

interface -old

（任意）OSPFエリアの模造リンクネイバー移
行状態変化トラップだけイネーブルにします。

neighbor

___________________
コマンドデフォルト このコマンドはデフォルトでディセーブルです。この場合、OSPF移行状態変化 SNMP通知は作

成されません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.3(5)
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変更内容リリース

このコマンドが Cisco IOS Release 12.3(4)Tに統合されました。12.3(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.0(26)Sに統合されました。12.0(26)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(25)Sに統合されました。12.2(25)S

shamlink、interface-oldおよび neighborの各キーワードが追加され
ました。

12.0(30)S

shamlink、interface-oldおよび neighborの各キーワードのサポート
が追加されました。

12.3(14)T

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOSRelease 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン 新しいおよび置換された模造リンクインターフェイスの移行ステート変更トラップの両方をイ

ネーブルにできないため、interfaceおよび interface-oldの両方のキーワードを入力できません。
これらのトラップは、いずれか一方だけを設定するか、両方とも設定しないでください。

___________________
例 次に、パブリックとして定義されたコミュニティストリングを使用してアドレスmyhost.cisco.com

のホストに OSPF模造リンク移行状態変化通知を送信するようにルータをイネーブルにする例を
示します。

Router(config)# snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change shamlink
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

OSPF非仮想インターフェイスの不一致エラー
に関する SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
config-error

OSPF模造リンクエラー SNMP通知をイネーブ
ルにします。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific errors
shamlink

OSPF再送信エラー SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps ospf cisco-specific
retransmit
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snmp-server enable traps pim
Protocol Independent Multicast（PIM）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブ
ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps pimコマ
ンドを使用します。 PIM-specific SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server enable traps pim [neighbor-change| rp-mapping-change| invalid-pim-message]

no snmp-server enable traps pim

___________________
構文の説明

（任意）ルータのPIMインターフェイスがディ
セーブルかイネーブルにされたとき、または、

ルータのPIM隣接ルータとの隣接関係の期限が
切れたときを示す通知をイネーブルにします。

neighbor-change

（任意）Auto-RPまたはブートストラップルー
タ（BSR）メッセージによるランデブーポイン
ト（RP）マッピング情報の変更を示す通知をイ
ネーブルにします。

rp-mapping-change

（任意）無効な PIMメッセージトラップをイ
ネーブルにします。たとえば、無効なPIMメッ
セージは、ルータがパケットで指定されている

RPがマルチキャストグループの RPではない
join/pruneメッセージを受信した場合に発生する
可能性があります。

invalid-pim-message

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(4)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(14)Sに統合されました。12.2(14)S

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA
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変更内容リリース

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2SXトレインでサポートされま
す。このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィー
チャセット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェ

アによって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。PIM通知は、Cisco.com
の http://www.cisco.com/public/sw-center/netmgmt/cmtk/mibs.shtmlにある CISCO-PIM-MIB.myおよび
PIM-MIB.myファイルに定義されています。

___________________
例 次に、ルータをルータの PIMインターフェイスがイネーブルになっていることを示す通知を生成

するように設定する例を示します。

! Configure PIM traps to be sent as SNMPv2c traps to host with IP address 10.0.0.1.
Router(config)# snmp-server host 10.0.0.1 traps version 2c public pim

! Configure router to send the neighbor-change class of notifications to host.
Router(config)# snmp-server enable traps pim neighbor-change

! Enable PIM sparse-dense mode on Ethernet interface 0/0.
Router(config)# interface ethernet0/0

Router(config-if)# ip pim sparse-dense-mode

___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps power-ethernet group
電源のイーサネット電源エンティティ（PSE）に接続されているスロットを含むグループを設定
するには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps power-ethernet
groupコマンドを使用します。グループをディセーブルにするには、このコマンドのno形式を使
用します。

snmp-server enable traps power-ethernet group slot-number

no snmp-server enable traps power-ethernet group slot-number

___________________
構文の説明

電源のイーサネット PSEに接続されているス
ロットを含むグループの数を指定する整数。指

定できる範囲は 1～ 4です。

slot-number

___________________
コマンドデフォルト PSEに接続されているスロットを含むをグループは設定されていません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン スロットのインターフェイスから生成されたトラップを受信するようにグループのトラップをイ

ネーブルにします。

___________________
例 次に、イーサネット PSEデバイスのグループを設定する例を示します。

Device> enable
Device# configure terminal
Device(config)# snmp-server enable traps power-ethernet group 2
Device(config)# end
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インラインパワーを指定したスイッチポート

のデバイスに適用する方法を指定します。

power inline

指定したポートまたはすべてのポートの電源ス

テータスを表示します。

show power inline

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
ス（および対応する IPアドレス）を指定しま
す。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps pppoe
Point-to-Point Protocol over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoeコマンドを使用します。 PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe

no snmp-server enable traps pppoe

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(1)DC

このコマンドがCisco IOSRelease 12.2(8)Tに統合されました。12.2(8)T

このコマンドが Cisco ASR 1000シリーズルータに実装されま
した。

Cisco IOS XE Release 2.5

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、SNMPトラップだけをイネーブルにします。これはインフォーム要求をサポー

トしません。

SNMP通知が送信されるPPPoEセッション数のしきい値を設定するには、pppoe limitmax-sessions
または pppoe max-sessionsコマンドを使用します。

SNMP通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/go/mibs
にある CISCO-PPPOE-MIB.myファイルを参照してください。
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___________________
例 次に、アドレス 192.0.2.0のホストに PPPoEセッション数 SNMP通知を送信するようにルータを

イネーブルにする例を示します。

snmp-server community public RW
snmp-server enable traps pppoe
snmp-server host 192.0.2.0 version 2c public udp-port 1717

___________________
関連コマンド

説明コマンド

ルータで許可されるPPPoEセッションの最大数
と、SNMPトラップが生成される PPPoEセッ
ション数のしきい値を設定します。

pppoe limit max-sessions

ATM PVC、PVC範囲、VCクラス、または
VLANで許可されるPPPoEセッションの最大数
と、SNMPトラップが生成される PPPoEセッ
ション数のしきい値を設定します。

pppoe max-sessions

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps pppoe per-interface
インターフェイストラップのPPPoverEthernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps pppoe per-interfaceコマンドを使用します。インターフェイストラップ
の PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用し
ます。

snmp-server enable traps pppoe per-interface [loss-percent | loss-threshold]

no snmp-server enable traps pppoe per-interface [loss-percent | loss-threshold]

___________________
構文の説明

（任意）インターフェイスごとの損失率トラッ

プをイネーブルにします。

loss-percent

（任意）インターフェイスごとの損失しきい値

トラップをイネーブルにします。

loss-threshold

___________________
コマンドデフォルト インターフェイストラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoeper-interfaceコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブ
ルにします。このコマンドの通知は、PPPoEセッションの損失率が特定のインターフェイスに設
定されているしきい値を超えたことを示します。

___________________
例 次に、インターフェイスごとの損失率トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルに

する例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-interface loss-percent
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-mac
MACアドレストラップを使用したノードの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネット
ワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps pppoe per-macコマンドを使用します。MACアドレスト
ラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-mac [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）MACごとの制限トラップをイネーブ
ルにします。

limit

（任意）MACごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト MACアドレストラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルで

す。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoeper-macコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネー
ブルにします。このコマンドの通知は、特定のクライアントイーサネットMACアドレスからの
アクティブなセッションの数が設定されたMACごとの制限に達したことを示します。

___________________
例 次に、MACごとの制限トラップを使用したノードの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブ

ルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-mac limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-vc
仮想接続（VC）トラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで
snmp-server enable traps pppoe per-vcコマンドを使用します。 VCトラップの PPPoEセッション
数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-vc [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-vc [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）VCごとの制限トラップをイネーブル
にします。

limit

（任意）VCごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe per-vcコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルに
します。このコマンドの通知は、ATMVCI/VPIのアクティブなセッションの数が設定されている
最大制限を超えたことを示します。

___________________
例 次に、VCごとの制限トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示しま

す。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-vc limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe per-vlan
VLANトラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoe per-vlanコマンドを使用します。VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan [limit | throttle]

no snmp-server enable traps pppoe per-vlan [limit | throttle]

___________________
構文の説明

（任意）VLANごとの制限トラップをイネーブ
ルにします。

limit

（任意）VLANごとのスロットルトラップをイ
ネーブルにします。

throttle

___________________
コマンドデフォルト VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe per-vlanコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブル
にします。このコマンドの通知は、設定されている時間間隔において特定のVLANに着信した新
しい PPPoEセッション要求の数がレート制限に達したことを示します。

___________________
例 次に、VLANごとの制限トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示し

ます。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe per-vlan limit
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

システムトラップのPPPoEセッション数SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe session

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe system
システムトラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネットワーク管理プロトコル
（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps pppoe systemコマンドを使用します。システムトラップのPPPoEセッション数SNMP
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps pppoe system [loss-percent | loss-threshold | threshold]

no snmp-server enable traps pppoe system [loss-percent | loss-threshold | threshold]

___________________
構文の説明

（任意）セッションの損失率トラップをイネー

ブルにします。

loss-percent

（任意）セッションの損失しきい値トラップを

イネーブルにします。

loss-threshold

（任意）セッションしきい値トラップをイネー

ブルにします。

threshold

___________________
コマンドデフォルト システムトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe systemコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルに
します。このコマンドの通知は、期間全体で失われたPPPoEセッションの割合が、設定されてい
るしきい値を超えたことを示します。
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___________________
例 次に、システムの損失率トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をイネーブルにする例を示し

ます。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe system loss-percent

___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッ
ション数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe vc
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snmp-server enable traps pppoe vc
すべてのノード間仮想接続（VC）トラップの PPP over Ethernet（PPPoE）セッション数簡易ネッ
トワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレー
ションモードで snmp-server enable traps pppoe vcコマンドを使用します。すべてのノード間VC
トラップの PPPoEセッション数 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式
を使用します。

snmp-server enable traps pppoe vc [threshold]

no snmp-server enable traps pppoe vc [threshold]

___________________
構文の説明

（任意）VCしきい値トラップをイネーブルに
します。

threshold

___________________
コマンドデフォルト すべてのノード間 VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.2(2)S

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

pppoe vcコマンドでは、指定した通知タイプのトラップとインフォーム要求をイネーブルにしま
す。このコマンドの通知は、ATMVCI/VPIのアクティブなセッションの数が VCの設定されてい
る最大制限を超えたことを示します。

___________________
例 次に、VCしきい値トラップのPPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps pppoe vc threshold
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

インターフェイストラップの PPPoEセッショ
ン数 SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-interface

MACアドレストラップを使用したノードの
PPPoEセッション数SNMP通知をイネーブルに
します。

snmp-server enable traps pppoe per-mac

VCトラップの PPPoEセッション数 SNMP通知
をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vc

VLANトラップの PPPoEセッション数 SNMP
通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-vlan

セッショントラップの PPPoEセッション数
SNMP通知をイネーブルにします。

snmp-server enable traps pppoe per-system
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snmp-server enable traps repeater
標準リピータ（ハブ）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルまたはディ
セーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
repeaterコマンドを使用します。リピータ通知をディセーブルにするには、このコマンドのno形
式を使用します。

snmp-server enable traps repeater [health] [reset]

no snmp-server enable traps repeater [health] [reset]

___________________
構文の説明

（任意）リピータの動作ステータスに関する情

報を伝達する rptrHealthトラップをイネーブル
にします。

health

（任意）リピータのリセットアクションの完了

時に rptrResetEventトラップを送信します（手
動コマンドによる開始状態への遷移でトリガー

されます）。

reset

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

このコマンドの入力時にオプションキーワードを指定しなかった場合は、システムで使用できる

すべてのリピータ通知がイネーブルまたはディセーブルになります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.1

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、RFC 1516で定義されたリピータMIB通知をイネーブルまたはディセーブルに
します。 RFC 1516は、IEEE 802.3の 10 Mbpsベースバンドリピータ（ハブとも呼ばれます）を
管理するオブジェクトを定義しています。

このコマンドでは 2組の通知が利用可能です。次の通知は CISCO-REPEATER-MIB（enterprise
1.3.6.1.4.1.9.9.22.3）で定義されています。

• 1 ciscoRptrIllegalSrcAddrTrap（不正な送信元アドレストラップ）

次の通知は CISCO-REPEATER-MIB-V1SMI（enterprise 1.3.6.1.2.1.22）で定義されています。

• 1 rptrHealth

• 2 rptrGroupChange

• 3 rptrResetEvent

リピータ通知やその他のMIB機能の詳細な説明については、次の Cisco.comで入手可能な
CISCO-REPEATER-MIB.myおよび CISCO-REPEATER-MIB-V1SMI.myファイルを参照してくださ
い。

http://www.cisco.com/public/mibs/

オプションのhealthキーワードを使用する場合、rptrHealthトラップは、rptrOperStatusの値が変更
されるか、中断を伴わないテストが完了したときに送信されます。

rptrOperStatusオブジェクトは、リピータの動作状態を示します。ステータス値は次のとおりで
す。

• other(1)：未定義または不明なステータス

• ok(2)：既知のエラーなし

• rptrFailure(3)：リピータ関連のエラー

• groupFailure(4)：グループ関連のエラー

• portFailure(5)：ポート関連のエラー

• generalFailure(6)：エラー、指定されていないタイプ

オプションの resetキーワードを使用する場合、rptrResetEventトラップは、エージェントが再起
動されて SNMP coldStartまたは warmStartトラップを送信しても送信されません。

snmp-server enable traps repeaterコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。
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___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにリピータイ

ンフォーム通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps repeater
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps resource-policy
Embedded Resource Manager（ERM）-MIB通知トラップをイネーブルにするには、グローバルコ
ンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps resource-policyコマンドを使用します。
ERM-MIB通知トラップをディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps resource-policy

no snmp-server enable traps resource-policy

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト 通知トラップは、トラップを受信するよう設定されているホストに送信されます。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SRB

このコマンドは Cisco IOS Release 12.4(15)Tに統合されました。12.4(15)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SBに統合されまし
た。

12.2(33)SB

___________________
例 次に、ERMの SNMP通知がホストに送信されるようにルータを設定する例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps resource policy

___________________
関連コマンド

説明コマンド

コミュニティアクセスストリングを設定して、

SNMPへのアクセスを許可します。
snmp-server community

SNMP通知メッセージの受信者を指定します。snmp-server host
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snmp-server enable traps rtr
Cisco IOS IPサービスレベル契約（SLA）簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）トラップ通
知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable traps rtrコマンドを使用します。 IP SLA SNMP通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps rtr

no snmp-server enable traps rtr

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はデフォルトで無効に設定されています。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン このコマンドは、Response TimeMonitorMIB（CISCO-RTTMON-MIB）に定義されているCisco IOS

IP SLA通知を制御します（イネーブルまたはディセーブルにします）。

snmp-server enable traps rtrコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。
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___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに IP SLASNMP

トラップを送信できるようにする例を示します。

snmp-server enable traps rtr
snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public rtr

___________________
関連コマンド

説明コマンド

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAモニタコ
ンフィギュレーションモードに移行します。

ip sla monitor

IP SLA動作の設定を開始し、IP SLAコンフィ
ギュレーションモードに移行します。

ip sla

SNMP通知の宛先 NMSおよび転送パラメータ
を指定します。

snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps snmp
RFC 1157簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知をイネーブルにするには、グローバル
コンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps snmpコマンドを使用します。 RFC
1157 SNMP通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps snmp [authentication] [linkup] [linkdown] [coldstart] [warmstart]

no snmp-server enable traps snmp [authentication] [linkup] [linkdown] [coldstart] [warmstart]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP認証失敗通知の送信を制御しま
す。

authentication

（任意）SNMPリンクアップ通知の送信を制御
します。

linkup

（任意）SNMPリンクダウン通知の送信を制御
します。

linkdown

（任意）SNMP coldStart通知の送信を制御しま
す。

coldstart

（任意）SNMP warmStart通知の送信を制御し
ます。

warmstart

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

snmp-server enable traps snmp authenticationコマンドが導入されま
した。 snmp-server trap-authenticationコマンドが、このコマンドに
置き換えられました。

11.3
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変更内容リリース

次のキーワードが追加されました。

• linkup

• linkdown

• coldstart

12.1(3)T

warmstartキーワードが追加されました。12.1(5)T

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(28)SBに統合されました。12.2(28)SB

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOS Release 12.2(31)SB2に統合されました。12.2(31)SB2

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SXHに統合されました。12.2(33)SXH

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、特定の

通知タイプのトラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

snmp-serverenable traps snmpコマンドを入力しないと、このコマンドで制御する通知はまったく
送信されません。これらの SNMP通知を送信するようにルータを設定するには、少なくとも 1回
snmp-server enable traps snmpコマンドを入力する必要があります。このコマンドをキーワード
なしで入力すると、すべての通知タイプがイネーブルになります。キーワードを指定してこのコ

マンドを入力した場合は、指定したキーワードに関連する通知タイプだけがイネーブルになりま

す。

オプションの authenticationキーワードを使用すると、authenticationFailure(4)トラップは、送信側
デバイスが適切に認証されていないプロトコルメッセージの宛先であることを示します。認証方

法は、使用されている SNMPのバージョンによって異なります。 SNMPv1または SNMPv2cの場
合、不正なコミュニティストリングを持つパケットの認証は失敗し、SNMPトラップが生成され
ます。 SNMPv3の場合、誤った SHA/MD5認証キーを持つパケットまたは権威 SNMPエンジンの
ウィンドウの外部にあるパケット（たとえば、アクセスリスト外または時間範囲外で設定された

パケット）の認証は失敗し、レポートPDUが生成されますが、認証失敗トラップは生成されませ
ん。

オプションの linkupキーワードを使用した場合、linkUp(3)トラップは、送信側デバイスがエー
ジェントの設定で示されているいずれかの通信リンクのアップを認識していることを示します。

オプションの linkdownキーワードを使用した場合、linkDown(2)トラップは、送信側デバイスが
エージェントの設定で示されているいずれかの通信リンクの障害を認識していることを示します。

このコマンドの snmp-server enable traps snmp [linkup] [linkdown]形式は、SNMPリンクアップお
よびリンクダウントラップをグローバルにイネーブルまたはディセーブルにします。これらのト

ラップのいずれかをグローバルにイネーブルにした後、インターフェイスコンフィギュレーショ
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ンモードで no snmp trap link-statusコマンドを使用して特定のインターフェイス上でディセーブ
ルにできます。インターフェイスレベルでは、リンクアップおよびリンクダウントラップはデ

フォルトでイネーブルになっているため、これらの通知をインターフェイス単位でイネーブルに

する必要はありません。ただし、snmp-server enable traps snmpコマンドを使用してグローバル
にイネーブルにしない場合、リンクアップおよびリンクダウン通知は送信されません。

オプションの coldstartキーワードを使用する場合、coldStart(0)トラップは、エージェントの設定
またはプロトコルエンティティの実装が変わるように送信元デバイスが自身を再初期化している

ことを示します。

オプションのwarmstartキーワードを使用する場合、warmStart(1)トラップは、エージェントの設
定またはプロトコルエンティティの実装が変わらないように送信元デバイスが自身を再初期化し

ていることを示します。

snmp-server enable traps snmpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要が
あります。

このコマンドで制御する通知を受信するホストに対しては、snmp-server enable trapsコマンドと
snmp-server hostコマンドの両方をイネーブルにする必要があります。通知タイプがこのコマン
ドの制御対象外である場合は、適切な snmp-server hostコマンドだけをイネーブルにする必要が
あります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにすべてのト

ラップを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com public snmp

次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comにすべてのイ
ンフォーム通知を送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public snmp

次に、すべてのSNMPトラップタイプをイネーブルにしてからリンクアップおよびリンクダウン
トラップだけをディセーブルにする例を示します。

Router> enable
Router# configure terminal
Router(config)# snmp-server enable traps snmp
Router(config)# end
Router# more system:running-config | include traps snmp
snmp-server enable traps snmp authentication linkup linkdown coldstart warmstart
Router# configure terminal
Router(config)# no snmp-server enable traps snmp linkup linkdown
Router(config)# end
Router# more system:running-config | include traps snmp
snmp-server enable traps snmp authentication coldstart warmstart
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

システムで使用可能なすべてのSNMP通知をイ
ネーブルにします。

snmp-server enable traps

SNMP通知動作の指定snmp-server host

インフォーム要求オプションを指定します。snmp-server informs

VPNコンテキストの不一致に固有の SNMP認
証通知をディセーブルまたは再度イネーブルに

します。

snmp-server trap authentication vrf

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps srp
インテリジェント保護スイッチング（IPS）スペース再利用プロトコル（SRP）簡易ネットワーク
管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps srpコマンドを使用します。 SRP通知をディセーブルにする
には、コマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps srp

no snmp-server enable traps srp

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト デフォルトの動作や値はありません。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドは DPT-OC12ポートアダプタをサポートするため
に導入されました。

12.2(13)T

___________________
使用上のガイドライン Cisco SRPMIBモジュール（CISCO-SRP-MIB.my）は、SNMPを使用して、IP-over-SONET IPSSRP

トラフィックをモニタするためのオブジェクトを提供します。 IPSがイネーブルの場合、ノード
またはファイバファシリティの障害が検出されると、障害方向へのトラフィックまたは障害方向

からのトラフィックはラップ（ループバック）されて他のリングの反対方向に送信されます。

snmp-server enable traps srpコマンドは、SRP状態変更通知（トラップまたはインフォーム）を
イネーブルにします。SRP状態変更通知は、SRPインターフェイスリングの片側がラップ状態に
なるか、ラップ解除されるたびに（リングがラップされるか、リングが復元されると）生成され

ます。

具体的には、リングがラップされると CISCO-SRP-MIBの srpMACIpsWrapCounterオブジェクトが
増分し、リングのラップが解除されると rpMACIpsLastUnWrapTimeStampオブジェクトの値が変更
されます。（元のリングが復元されると「ラップ解除」イベントが発生します）。

snmp-server enable traps srpコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
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ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次の例では、SRP固有のインフォームをイネーブルにし、コミュニティストリング publicを使用

してホスト「myhost.cisco.com」に送信します。

Router(config)# snmp-server enable traps srp

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public srp
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snmp-server enable traps storm-control
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）ストーム制御トラップ通知をイネーブルにするには、
特権 EXECモードで snmp-server enable traps storm-controlコマンドを使用します。ストーム制
御トラップ通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps storm-control traps-rate num

no snmp-server enable traps storm-control traps-rate num

___________________
構文の説明

分あたりのトラップ数。有効な値は 0～ 1000
です。

traps-rate num

___________________
コマンドデフォルト ストーム制御トラップはディセーブルです。

___________________
コマンドモード コンフィギュレーションモード（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.2(33)SXJ

___________________
例 次に、ストーム制御トラップ通知トラップレートを 250に設定にする例を示します。

Router# snmp-server enable traps storm control traps-rate 250
Router#

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMPストーム制御トラップ通知をイネーブル
にします。

snmp-server enable traps storm-control

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPCISCO-PORT-STORM-CONTROL-MIBト
ラップをテストします。

test snmp trap storm-control
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snmp-server enable traps syslog
システムロギングメッセージ簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知の送信をイネーブ
ルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps syslogコマ
ンドを使用します。システムロギングメッセージ SNMP通知をディセーブルにするには、この
コマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps syslog

no snmp-server enable traps syslog

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。11.3

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されました。12.2(33)SRA

このコマンドは、Cisco IOSRelease12.2SXトレインでサポートされます。
このトレインの特定の12.2SXリリースにおけるサポートは、フィーチャ
セット、プラットフォーム、およびプラットフォームハードウェアに

よって異なります。

12.2SX

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。このコマンドは、トラッ

プ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、システムロギングメッセージ通知を制御します（イネーブルまたはディセーブ

ルにします）。システムロギングメッセージ（システムエラーメッセージまたは syslogメッ
セージとも呼ばれる）は、操作の間にルーティングデバイスで生成されたステータス通知メッ

セージです。これらのメッセージは、通常は宛先（端末画面、システムバッファ、リモート

「syslog」ホストなど）に記録されます。

ソフトウェアイメージが Cisco Syslog MIBをサポートする場合、これらのメッセージは、SNMP
経由でネットワーク管理ステーション（NMS）に送信することもできます。 Cisco Syslog MIBを
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サポートしているソフトウェアイメージを特定するには、Cisco MIB Locatorツール
（http://www.cisco.com/go/mibs/）を使用します。（書き込み時、Cisco Syslog MIBは「エンタープ
ライズ」イメージでのみサポートされます）。

システムの他のロギングプロセスとは異なり、デバッグメッセージ（CLIデバッグコマンドでイ
ネーブル）は、SNMP経由で送信されるロギングメッセージに含まれません。

通知が生成される重大度を指定するには、logging historyグローバルコンフィギュレーションコ
マンドを使用します。システムロギングプロセスおよび重大度に関する詳細については、logging
コマンドの説明を参照してください。

syslog通知は、Cisco Syslog MIB（CISCO-SYSLOG-MIB.my）の clogMessageGenerated
NOTIFICATION-TYPEオブジェクトで定義されます。 syslogメッセージがデバイスによって生成
されると、clogMessageGenerated通知は指定された NMSに送信されます。 clogMessageGenerated
通知には、clogHistFacility、clogHistSeverity、clogHistMsgName、clogHistMsgText、および
clogHistTimestampオブジェクトが含まれます。

これらのオブジェクトの詳細な説明およびMIBの追加情報については、http://www.cisco.com/go/mibs
にあるSNMPObjectNavigatorツールを使用してCisco.comから利用可能なCISCO-SYSLOG-MIB.my
のテキストを参照してください。 CISCO-SYSLOG-EXT-MIBおよび
CISCO-SYSLOG-EVENT-EXT-MIBも参照してください。

snmp-server enable traps syslogコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用しま
す。 snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指
定します。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する
必要があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホストmyhost.cisco.comに重大度 0（緊

急）～ 2（重大）のシステムロギングメッセージを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps syslog

Router(config)# logging history 2

Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com traps version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

重大度に基づいて、ルータの履歴テーブルおよ

び SNMP NMSに送信される syslogメッセージ
を制限します。

logging history

SNMP通知の宛先 NMSおよび転送パラメータ
を指定します。

snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps transceiver all
すべてのトランシーバタイプでサポートされているすべての SNMPトランシーバトラップをイ
ネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server enable traps
transceiver allコマンドを使用します。トランシーバの SNMPトラップ通知をディセーブルにす
るには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps transceiver all

no snmp-server enable traps transceiver all

___________________
構文の説明 このコマンドには、引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト ディセーブル

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドがサポートされるようになりました。12.2(18)SXE

このコマンドが、Cisco IOS Release 12.2(33)SRAに統合されま
した。

12.2(33)SRA

___________________
使用上のガイドライン snmp-server enable trapsコマンドは、snmp-server hostコマンドとともに使用します。 snmp-server

hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定します。通知
を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要があります。

___________________
例 次に、すべてのトランシーバタイプでサポートされているすべての SNMPトランシーバトラッ

プをイネーブルにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps
transceiver all
Router(config)#
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___________________
関連コマンド

説明コマンド

DOMがイネーブルになっているオプティカル
トランシーバに関する情報を表示します。

show interfaces transceiver
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snmp-server enable traps trustsec
CISCO-TRUSTSEC-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップおよびイン
フォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで snmp-server
enable traps trustsec コマンドを使用します。 trustsec通知をディセーブルにするには、このコマ
ンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec [authz-file-error| cache-file-error| keystore-file-error| keystore-sync-fail|
random-number-fail| src-entropy-fail]

no snmp-server enable traps trustsec [authz-file-error| cache-file-error| keystore-file-error|
keystore-sync-fail| random-number-fail| src-entropy-fail]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotif通知を
イネーブルにします。

authz-file-error

（任意）SNMP ctsCacheFileAccessErrNotif通知
をイネーブルにします。

cache-file-error

（任意）SNMP ctsSwKeystoreFileErrNotif通知を
イネーブルにします。

keystore-file-error

（任意）SNMP ctsSwKeystoreSyncFailNotif通知
をイネーブルにします。

keystore-sync-fail

（任意）SNMP ctsSapRandomNumberFailNotif通
知をイネーブルにします。

random-number-fail

（任意）SNMP ctsSrcEntropyFailNotif通知をイ
ネーブルにします。

src-entropy-fail

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMP ctsAuthzCacheFileErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec authz-file-error

次に、SNMP ctsCacheFileAccessErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec cache-file-error

次に、SNMP ctsSwKeystoreFileErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec keystore-file-error

次に、SNMP ctsSwKeystoreSyncFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec keystore-sync-fail

次に、SNMP ctsSapRandomNumberFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec random-number-fail

次に、SNMP ctsSrcEntropyFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec src-entropy-fail

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec通知のトラップおよびインフォー
ムをテストします。

test snmp trap trustsec
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snmp-server enable traps trustsec-interface
CISCO-TRUSTSEC-INTERFACE-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラッ
プおよびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-interface コマンドを使用します。 trustsec-interface通知をディ
セーブルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-interface [authc-fail| authz-fail| sap-fail| supplicant-fail| unauthorized]

no snmp-server enable traps trustsec-interface [authc-fail| authz-fail| sap-fail| supplicant-fail|
unauthorized]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotif通知
をイネーブルにします。

authc-fail

（任意）SNMP ctsiAuthorizationFailNotif通知を
イネーブルにします。

authz-fail

（任意）SNMP ctsiIfSapNegotiationFailNotif通知
をイネーブルにします。

sap-fail

（任意）SNMP ctsiIfAddSupplicantFailNotif通知
をイネーブルにします。

supplicant-fail

（任意）SNMP ctsiIfUnauthorizedNotifEnable通
知をイネーブルにします。

unauthorized

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY
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___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-interface コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-INTERFACE-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにし
ます。

___________________
例 次に、SNMP ctsiIfAuthenticationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface authc-fail

次に、SNMP ctsiAuthorizationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface authz-fail

次に、SNMP ctsiIfSapNegotiationFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface sap-fail

次に、SNMP ctsiIfAddSupplicantFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface supplicant-fail

次に、SNMP ctsiIfUnauthorizedNotifEnable通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-interface unauthorized

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-interface通知のトラップおよびイ
ンフォームをテストします。

test snmp trap trustsec-interface
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snmp-server enable traps trustsec-policy
CISCO-TRUSTSEC-POLICY-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップお
よびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-policy コマンドを使用します。 trustsec-policy通知をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-policy [authz-sgacl-fail| peer-policy-updated]

no snmp-server enable traps trustsec-policy [authz-sgacl-fail| peer-policy-updated]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotif通
知をイネーブルにします。

authz-sgacl-fail

（任意）SNMP ctspPeerPolicyUpdatedNotif通知
をイネーブルにします。

peer-policy-updated

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-policy コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-POLICY-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

___________________
例 次に、SNMP ctspAuthorizationSgaclFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-policy authz-sgacl-fail

   SNMP コマンドリファレンス、Cisco IOS XE Release 3SE（Catalyst 3850 スイッチ）
46

snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change ～ snmp-server enable traps voice poor-qov
snmp-server enable traps trustsec-policy



次に、SNMP ctspPeerPolicyUpdatedNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-policy peer-policy-updated

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-policy通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-policy
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snmp-server enable traps trustsec-server
CISCO-TRUSTSEC-SERVER-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップお
よびインフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードで

snmp-server enable traps trustsec-serverコマンドを使用します。 trustsec-server通知をディセーブ
ルにするには、このコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-server [provision-secret| radius-server]

no snmp-server enable traps trustsec-server [provision-secret| radius-server]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsvNoProvisionSecretNotif通知
をイネーブルにします。

provision-secret

（任意）SNMP ctsvNoRadiusServerNotif通知を
イネーブルにします。

radius-server

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-serverコマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-SERVER-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにしま
す。

___________________
例 次に、SNMP ctsvNoProvisionSecretNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-server provision-secret
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次に、SNMP ctsvNoRadiusServerNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-server radius-server

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-server通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-server
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snmp-server enable traps trustsec-sxp
CISCO-TRUSTSEC-SXP-MIBの簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）通知（トラップおよび
インフォーム）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーションモードでsnmp-server
enable traps trustsec-sxp コマンドを使用します。 trustsec-sxp通知をディセーブルにするには、こ
のコマンドの no 形式を使用します。

snmp-server enable traps trustsec-sxp [binding-conflict| binding-err| binding-expn-fail| conn-config-err|
conn-down| conn-srcaddr-err| conn-up| msg-parse-err| oper-nodeid-change]

no snmp-server enable traps trustsec-sxp [binding-conflict| binding-err| binding-expn-fail|
conn-config-err| conn-down| conn-srcaddr-err| conn-up| msg-parse-err| oper-nodeid-change]

___________________
構文の説明

（任意）SNMP ctsxSxpBindingConflictNotif通知
をイネーブルにします。

binding-conflict

（任意）SNMP ctsxSxpBindingErrNotif通知をイ
ネーブルにします。

binding-err

（任意）SNMP ctsxSxpBindingExpnFailNotif通
知をイネーブルにします。

binding-expn-fail

（任意）SNMP ctsxSxpConnConfigErrNotif通知
をイネーブルにします。

conn-config-err

（任意）SNMP ctsxSxpConnDownNotif通知をイ
ネーブルにします。

conn-down

（任意）SNMP ctsxSxpConnSourceAddrErrNotif
通知をイネーブルにします。

conn-srcaddr-err

（任意）SNMP ctsxSxpConnUpNotif通知をイ
ネーブルにします。

conn-up

（任意）SNMP ctsxSxpMsgParseErrNotif通知を
イネーブルにします。

msg-parse-err

（任意）SNMP ctsxSxpOperNodeIdChangeNotif
通知をイネーブルにします。

oper-nodeid-change

___________________
コマンドデフォルト SNMP通知はディセーブルです。
___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）
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___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップまたはインフォーム要求として送信できます。 snmp-server enable traps

trustsec-sxp コマンドは、トラップとインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

このコマンドは、CISCO-TRUSTSEC-SXP-MIB通知をイネーブルまたはディセーブルにします。

___________________
例 次に、SNMP ctsxSxpBindingConflictNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-conflict

次に、SNMP ctsxSxpBindingErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-err

次に、SNMP ctsxSxpBindingExpnFailNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp binding-expn-fail

次に、SNMP ctsxSxpConnConfigErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-config-err

次に、SNMP ctsxSxpConnDownNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-down

次に、SNMP ctsxSxpConnSourceAddrErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-srcaddr-err

次に、SNMP ctsxSxpConnUpNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp conn-up

次に、SNMP ctsxSxpMsgParseErrNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec-sxp msg-parse-err

次に、SNMP ctsxSxpOperNodeIdChangeNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps trustsec oper-nodeid-change

___________________
関連コマンド

説明コマンド

SNMP trustsec-sxp通知のトラップおよびイン
フォームをテストします。

test snmp trap trustsec-sxp
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snmp-server enable traps voice
簡易ネットワーク管理プロトコル（SNMP）音声通知をイネーブルにするには、グローバルコン
フィギュレーションモードで snmp-server enable traps voiceコマンドを使用します。 SNMP音声
通知をディセーブルにするには、このコマンドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps voice [poor-qov] [fallback]

no snmp-server enable traps voice

___________________
構文の説明

（任意）低音声品質SNMP通知をイネーブルに
します。

poor-qov

（任意）SNMPフォールバック音声通知をイ
ネーブルにします。

fallback

___________________
コマンドデフォルト オプションのキーワードなしでこのコマンドを入力すると、使用可能な通知の両方がイネーブル

になります。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。12.1(3)T

fallbackキーワードが追加されました。12.3(14)T

___________________
使用上のガイドライン SNMP通知は、トラップ（通知）またはインフォーム要求として送信できます。このコマンド

は、トラップ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

poor-qovキーワードは、低音声品質通知をイネーブルまたはディセーブルにします。低音声品質
通知は、CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIBで次のように定義されています。

enterprise 1.3.6.1.4.1.9.9.63.2

(1) cvdcPoorQoVNotification
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fallbackキーワードは、公衆電話交換網（PSTN）フォールバック通知をイネーブルまたはディセー
ブルにします。フォールバック通知は、CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIBで次のように定義
されています。

(1) cvVoIPCallHistoryConnectionId

(2) cvVoIPCallHistoryFallbackIcpif

(2) cvVoIPCallHistoryFallbackLoss

(3) cvVoIPCallHistoryFallbackDelay

(4) cvVoIPCallHistoryRemSigIPAddrT

(5) cvVoIPCallHistoryRemSigIPAddr

(6) cvVoIPCallHistoryRemMediaIPAddrT

(7) cvVoIPCallHistoryRemMediaIPAddr

(8) cCallHistoryCallOrigin

(9) cvCommonDcCallHistoryCoderTypeRate

これらの通知と、MIBのその他の機能の詳細については、Cisco.comの http://www.cisco.com/go/
mibsにある CISCO-VOICE-DIAL-CONTROL-MIB.myファイルを参照してください。

snmp-server enable traps voiceコマンドは、snmp-server hostコマンドと組み合わせて使用します。
snmp-server hostコマンドを使用して、SNMP通知を受信するホスト（1つまたは複数）を指定し
ます。 SNMP通知を送信するには、少なくとも 1つの snmp-server hostコマンドを設定する必要
があります。

___________________
例 次に、ルータがコミュニティストリング publicを使用してホスト myhost.cisco.comに低音声品質

インフォームを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps voice poor-qov
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

次に、ルータがコミュニティストリングpublicを使用してホストmyhost.cisco.comにPSTNフォー
ルバックメッセージを送信できるようにする例を示します。

Router(config)# snmp-server enable traps voice fallback
Router(config)# snmp-server host myhost.cisco.com informs version 2c public

___________________
関連コマンド

説明コマンド

低音声品質SNMP通知をイネーブルにします。snmp-server enable traps voice poor-qov

SNMP通知動作の指定snmp-server host

SNMPトラップの送信元とするインターフェイ
スを指定します。

snmp-server trap-source
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snmp-server enable traps voice poor-qov
snmp-server enable traps voice poor-qovコマンドは、snmp-server enable traps voiceコマンドに置
き換えられています。詳細については、snmp-server enable traps voiceコマンドを参照してくだ
さい。
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snmp-server enable traps vswitch dual-active
デュアルアクティブ状態の検出時に CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB簡易ネットワーク管理プロ
トコル（SNMP）通知（トラップ）をイネーブルにするには、グローバルコンフィギュレーショ
ンモードで snmp-server enable traps vswitch dual-activeコマンドを使用します。
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP通知（トラップ）をディセーブルにするには、このコマン
ドの no形式を使用します。

snmp-server enable traps vswitch dual-active

no snmp-server enable traps vswitch dual-active

___________________
構文の説明 このコマンドには引数またはキーワードはありません。

___________________
コマンドデフォルト CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIB SNMP通知はディセーブルです。

___________________
コマンドモード グローバルコンフィギュレーション（config）

___________________
コマンド履歴 変更内容リリース

このコマンドが導入されました。15.1(1)SY

___________________
使用上のガイドライン 仮想スイッチリンク（VSL）は、仮想スイッチングシステム（VSS）の 2つのシャーシ間で制御

トラフィックおよびデータトラフィックをやりとりする特別なリンクです。VSLは、最大 8つの
リンクを持つ EtherChannelとして実装されます。VSLでは、制御メッセージが廃棄されないよう
に、制御トラフィックにデータトラフィックよりも高いプライオリティが割り当てられます。

SNMPエージェントは、VSSアクティブスーパーバイザエンジン上で実行されます。
CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIBは仮想スイッチモードのMIBです。

VSLに障害が発生すると、VSSスタンバイシャーシでは、VSSアクティブシャーシの状態を検
出できません。スイッチオーバーが遅延なく行われるように、VSSスタンバイシャーシは VSS
アクティブシャーシに障害が発生したと判断し、スイッチオーバーを開始して VSSアクティブ
ロールを代行します。

元の VSSアクティブシャーシも正常に動作している場合、両方のシャーシが VSSアクティブ状
態になります。この状況を、デュアルアクティブシナリオと呼びます。デュアルアクティブシ

ナリオでは、両方のシャーシで同じ IPアドレス、Secure Shell（SSH）キー、およびスパニングツ
リープロトコル（STP）ブリッジ IDが使用されるため、ネットワークの安定性に悪影響を及ぼす
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可能性があります。 VSSは、デュアルアクティブシナリオを検出し、回復アクションを実行す
る必要があります。

snmp-server enable traps vswitch dual-activeコマンドは、デュアルアクティブ状態変更通知をイ
ネーブルにします。 VSSが状態をデュアルアクティブに変更すると、SNMPは
cvsDualActiveDetectionNotif通知を送信します。 SNMPからこのメッセージを受信するには、この
コマンドをイネーブルにします。

このコマンドは、トラップ要求とインフォーム要求の両方をイネーブルにします。

___________________
例 次に、cvsDualActiveDetectionNotif通知をイネーブルにする例を示します。

Device(config)# snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification was sent.
Device# show running-config all

.

.

.
snmp-server enable traps vswitch dual-active
.
.
.

次に、cvsDualActiveDetectionNotif通知をディセーブルにする例を示します。

Device(config)# no snmp-server enable traps vswitch dual-active
Device(config)# exit
Device# test snmp trap vswitch dual-active

cvsDualActiveDetectionNotif notification is disabled.

___________________
関連コマンド

説明コマンド

特定のモジュール、レイヤ 2 VLAN、クラス
マップ、インターフェイス、マップクラス、ポ

リシーマップの現在実行されている設定ファイ

ル、またはデュアルアクティブ状態の SNMP
トラップの仮想回線（VC）クラス設定の内容
を表示します。

show running-config all

デュアルアクティブ状態の

CISCO-VIRTUAL-SWITCH-MIBSNMP通知（ト
ラップとインフォーム）をテストします。

test snmp trap vswitch dual-active
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change ～ snmp-server enable traps voice poor-qov
snmp-server enable traps vswitch dual-active
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snmp-server enable traps ospf cisco-specific state-change ～ snmp-server enable traps voice poor-qov
snmp-server enable traps vswitch dual-active
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